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モダリティ ーが〈文の対象的な内容と現実との関係〉であるならば、 〈可能〉がモダリティ ー
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モダリティーと しての〈可能〉 レアリティーとl時間的な意味とのからみあい (宮崎)
であることには疑いがない。ただし、 〈断定〉ゃく推量〉などの主観的モダリティー (subjective
modality)とは異なる。〈断定〉ゃく推量〉が、話し手が現実とのかかわりのなかでつくりだして
























































































































































































































































































3 テンポラリテ ィー があるのは、 〈運動〉と〈状態〉であり、アスペクチュアリティーがあるのはく運動〉のみであ
るというように、時間的限定性はテンポラリティーやアスペクチュアリティ ーとも干官接にかかわる。
4 工藤(印刷中)は、このモデルによる研究の集大成である。









も重~である。 奥凹(1988) には次のような記述がある。「また、動作は、 tlll象の程度に応じて、具体的に存
在する、いちいちの、アクチュアルな動作としても、くりかえしておこってくる、反復的な動作としても、
また習慣的な動作としても、あるいは能力としてもえがきだすことができる。l時間のそとにとりだされて、
一般化された動作としてもえがきだすことができるJiつまり、特性は物につきまとっている潜在的な特徴
であって、その特徴がアクチュアルな現象へ移行するとき、状態へ移行するのである。具体的なl時間へしば
りつけられているということは、潜在的な特性が現実性へ移行したことにほかならない。ある物が、他の物
と相互作用することで、みずからの特性をそとにさらけだすとき、その特性は状態として現象しはじめる。
こうして、 〈騎性〉と〈状態〉とのあいだには、潜在と顕在との関係がみえてくる」
8 iすることだってありうる」という形も含めてよい。
9 iすることができたJといえば〈実現〉になるが、 「することもできたJは〈アクチュアルな可能〉になるという傾
向があるようである。
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